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記 者 発 表

金沢港港湾ＢＣＰ（事業継続計画）勉強会を開催します

昨年3月11日に発生した東日本大震災では、甚大な津波被害により港湾機能が停止し物流に

支障をきたしたことで市民生活に大きな影響を及ぼしました。これを教訓に、北陸地方に大規模

災害が発生し港湾機能が低下した場合、被災した港湾施設、行政手続きなどを港湾関係者が協

働して応急復旧させ、港湾機能を早急に回復させる港湾の危機管理としての「港湾ＢＣＰ」※を策

定することが重要となっています。また、金沢港の日本海側拠点港形成計画においても港湾BC

P策定の必要性が提案されています。

これらを踏まえ、金沢港の関係者を対象に港湾ＢＣＰへの認識を深め、今後の策定作業につ

なげるため、下記のとおり「金沢港港湾BCP勉強会」を開催しますのでお知らせします。

記

■日 時 ： 平成24年2月10日(金) 10：00～11：50

■会 場 ： 石川県庁行政庁舎 １１階 1105会議室

■出席者 ： 金沢港の港湾関係者（港湾関係行政機関、港湾関係事業者・団体、金沢港を利用

する荷主、船社など）

■内 容 ： 《基調講演》 10:05～10:50

「港湾における危機管理 ～港湾BCPとその課題～」

国土交通省国土技術政策総合研究所 国際業務研究室長 和田 匡央

《情報提供》 11:10～11:35

①港湾におけるＢＣＰの企業意識調査結果について

②北陸地域のおける港湾ＢＣＰの取り組みについて

③金沢港港湾ＢＣＰ策定について

■主 催 ： 国土交通省北陸地方整備局 金沢港湾・空港整備事務所

石川県（商工労働部 産業立地課港湾活用推進室／土木部 港湾課）

●取材にあたっての注意事項 ： プレスの皆様の取材は基調講演までとし、それ以降はご遠慮

願います。

※「港湾ＢＣＰ」：大規模災害により被災を受けた港湾機能を港湾関係者が協働して応急回復させ、港湾物流の継続あるいは
早期復旧を可能とするために必要な方策を取り決めておく計画
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